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   【【 本本 校校 のの 教教 育育 目目 的的  】】 

 

一 ものづくりや創造する喜びと学ぶ楽しさを早期に知ることを通して，明確な職業 
意識，学習意欲を養成する。 

二 高度科学技術を中核となって推進するための基礎知識と基礎技能，専門知識を身に

つけ，自ら課題を探究し，解決できる能力を養成する。 

三 実験実習など体験学習を重視して豊かな創造性と実践力を養成する。 

四 論理的な思考力，コミュニケーション能力，プレゼンテーション能力を養成する。 

五 高度情報化社会に対応できるよう，全学科において情報技術を養う。 

六 豊かな教養と倫理観を身につけ，地球的な視野で人類の幸福のために貢献できる能

力を養成する。 

 

 

   【【 基基  幹幹  教教  育育  科科  のの 教教 育育 目目 的的 】】 

 

一 科学に関する基礎を理解し，計算あるいは説明する力を養成する。 
二 論理的に思考し，意見をわかりやすく日本語および英語で表現する力を養成する。 
三 多様な文化・価値観を尊重する倫理観を持ち，他者と協働する力を養成する。 
四 幅広く自ら学び・考え，地域と世界の課題に対して積極的に取り組む力を養成する。 
五 情報セキュリティの必要性を認識したうえで，様々なデータを処理・分析する力 

を養成する。 
 

 

   【【 各各 学学 科科 のの 教教 育育 目目 的的 】】 

  

  ○○ 機機械械制制御御工工学学科科  

 

一 産業技術の基礎となるメカニクスおよびプラントエンジニアリングやロボティク

スに関連する知識・理論を利用し，課題解決する力を養成する。 

二 産業技術の基礎となるメカニクスおよびプラントエンジニアリングやロボティク

スに関連する知識・技術を活用し，多面的視点から社会の課題に取り組む力を養成す

る。  

  

  ○○ 電電気気電電子子工工学学科科  

 

一 社会基盤技術を支えるエネルギー，半導体および情報通信に関連する知識・理論を

利用し，課題解決する力を養成する。 

二 社会基盤技術を支えるエネルギー，半導体および情報通信に関連する知識・技術を

活用し，多面的視点から社会の課題に取り組む力を養成する。 
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  ○○ 情情報報知知能能工工学学科科  

  

一 豊かな社会を創出する AI・情報システムおよびデジタルエンジニアリングに関

連する知識・理論を利用し，課題解決する力を養成する。 

二 豊かな社会を創出する AI・情報システムおよびデジタルエンジニアリングに関

連する知識・技術を活用し，多面的視点から社会の課題に取り組む力を養成する。 

 

  ○○ 化化学学・・生生物物工工学学科科  

 

一 生活を豊かにする物質をうみだす応用化学およびバイオテクノロジーに関連する

知識・理論を利用し，課題解決する力を養成する。 

二 生活を豊かにする物質をうみだす応用化学およびバイオテクノロジーに関連する

知識・技術を活用し，多面的視点から社会の課題に取り組む力を養成する。 
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受験生の皆さんへ 

 
  

佐佐世世保保工工業業高高等等専専門門学学校校ににおおけけるるアアドドミミッッシショョンン・・ポポリリシシーー  

（（入入学学者者にに求求めめるる能能力力とと適適性性））  

  

■機械制御工学科 

機械制御工学科では，次のような人材を求めます。また，４年次編入学の場合は以下に準じます。 

１）自然現象に対して好奇心が強く，ものづくりの好きな人 

２）ロボットや自動車などのプロダクトを創り，動かすための工学分野に関する専門知識と技術

を習得したい人 

３）基礎学力を有し，それらを活用して論理的に思考し，表現できるようになりたい人 

４）技術者として人類の幸福に貢献したり国際的に活躍したい人 

■電気電子工学科 

電気電子工学科では，次のような人材を求めます。また，４年次編入学の場合は以下に準じます。 

１）自然現象に対して好奇心が強く，ものづくりの好きな人 

２）エネルギーや半導体，通信など社会を支え，つなぐ工学分野に関する専門知識と技術を習得

したい人 

３）基礎学力を有し，それらを活用して論理的に思考し，表現できるようになりたい人 

４）技術者として人類の幸福に貢献したり国際的に活躍したい人 

■情報知能工学科 

情報知能工学科では，次のような人材を求めます。また，４年次編入学の場合は以下に準じます。 

１）自然現象に対して好奇心が強く，ものづくりの好きな人 

２）コンピュータや AI などの情報技術に関する専門知識と技術を習得したい人 

３）基礎学力を有し，それらを活用して論理的に思考し，表現できるようになりたい人 

４）技術者として人類の幸福に貢献したり国際的に活躍したい人 

■化学・生物工学科 

化学・生物工学科では，次のような人材を求めます。また，４年次編入学の場合は以下に準じま

す。 

１）自然現象に対して好奇心が強く，ものづくりの好きな人 

２）化学製品や食品，医薬品に係る化学や生物およびその工学分野に関する専門知識と技術を習

得したい人 

３）基礎学力を有し，それらを活用して論理的に思考し，表現できるようになりたい人 

４）技術者として人類の幸福に貢献したり国際的に活躍したい人 
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佐世保工業高等専門学校におけるカリキュラム・ポリシー

（教育課程編成・実施の方針）

国立高等専門学校機構モデルコアカリキュラムに準拠し，ディプロマポリシーの各項目と対応し

た次に掲げる１）～５）（全学科）, および６）～７）（各学科）に従った体系的なカリキュラムを構成

する。各科目の到達目標・授業方法・授業計画・評価方法は Web シラバスにより公開し，学修の

成果は，後に定める基準により評価する。

１）科学に関する基礎を理解し，計算あるいは説明する力を育成するために，数学・自然科学系

科目を設ける。  

２）論理的に思考し，意見をわかりやすく日本語および英語で表現する力を育成するために，人

文科学系科目を設ける。  

３）多様な文化・価値観を尊重する倫理観を持ち，他者と協働する力を育成するために，社会科

学系科目を設ける。  

４）幅広く自ら学び・考え，地域と世界の課題に対して積極的に取り組む力を育成するために，

総合的科目を設ける。

５）情報セキュリティの必要性を認識したうえで，様々なデータを処理・分析する力を育成する

ために，数理情報系科目を設ける。

■機械制御工学科 

６）産業技術の基礎となるメカニクスおよびプラントエンジニアリングやロボティクスに関連す

る知識・理論を利用し，課題解決する力を育成するために，機械系工学科目を設ける。

７）産業技術の基礎となるメカニクスおよびプラントエンジニアリングやロボティクスに関連す

る知識・技術を活用し，多面的視点から社会の課題に取り組む力を育成するために，機械系

工学実験を設ける。

■電気電子工学科 

６）社会基盤技術を支えるエネルギー，半導体および情報通信に関連する知識・理論を利用し，

課題解決する力を育成するために，電気・電子系工学科目を設ける。

７）社会基盤技術を支えるエネルギー，半導体および情報通信に関連する知識・技術を活用し，

多面的視点から社会の課題に取り組む力を育成するために，電気・電子系工学実験を設ける。

■情報知能工学科 

６）豊かな社会を創出する AI・情報システムおよびデジタルエンジニアリングに関連する知識・

理論を利用し，課題解決する力を育成するために，情報系工学科目を設ける。

７）豊かな社会を創出する AI・情報システムおよびデジタルエンジニアリングに関連する知識・

技術を活用し，多面的視点から社会の課題に取り組む力を育成するために，情報系工学実験

を設ける。

■化学・生物工学科

６）生活を豊かにする物質をうみだす応用化学およびバイオテクノロジーに関連する知識・理論

を利用し，課題解決する力を育成するために，化学・生物系工学科目を設ける。  

７）生活を豊かにする物質をうみだす応用化学およびバイオテクノロジーに関連する知識・技術

を活用し，多面的視点から社会の課題に取り組む力を育成するために，化学・生物系工学実

験を設ける。

※ 本校のディプロマ・ポリシー（卒業認定の方針）については、本校ホームページをご覧ください。
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Ⅰ．令和７年度入試の概要

１．募集人員

２．選抜方法

 入学者の選抜は、DIGI＋特別選抜、推薦による選抜、学力検査による選抜及び帰国生徒

特別選抜によるものの四つの方法で行います。

○選抜別募集人員

選抜方法 募集人員

DIGI＋特別選抜 ２０名  各学科５名

推薦による選抜

１６０名   各学科４０名学力検査による選抜

帰国生徒特別選抜

（注）推薦による選抜、学力検査による選抜及び帰国生徒特別選抜の募集要項は、

９月下旬に公開予定です。

学 科 名

   募集人員

うち、DIGI＋特別選抜

機械制御工学科 ４５名 ５名

電気電子工学科 ４５名 ５名

情報知能工学科 ４５名 ５名

化学・生物工学科 ４５名 ５名
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（１）DIGI＋特別選抜

DIGI＋特別選抜は、令和７年度入学者より新たに設けた選抜方法で、第一志望学科

を対象としています。

DIGI＋特別選抜の結果不合格になった場合、DIGI＋特別選抜出願時に推薦による選

抜、学力検査による選抜を希望していれば、志望学科を変更しない限り新たに入学検

定料を納付する必要はありませんが、Web による出願手続きを行う必要があります。

詳細は、９月下旬公開予定の推薦による選抜、学力検査による選抜及び帰国生徒特

別選抜の募集要項をご確認ください。

（４）帰国生徒特別選抜

学力検査と面接、出身学校長が作成した調査書などによって選抜します。学力検査

は、理科・英語・数学・国語の４教科です。面接の一部において、社会科に関する口

頭試問を行います。帰国生徒特別選抜は、第三志望学科までを対象としており、第一

志望学科で不合格となった場合でも、第二志望学科、第三志望学科で合格となる場合

があります。

在籍中学校等における調査書、エントリーシートおよび面接の結果を総合して、

特に「入学者に求める能力と適性」の２）に係るデジタル情報技術に興味を持った人

材を選抜します。

（２）推薦による選抜

在籍中学校等における調査書、推薦書および面接の結果を総合して、「入学者に求

める能力と適性」に沿った人材を選抜します。推薦による選抜は第一志望学科を対象

としています。推薦による選抜の結果不合格になった場合、出願時に学力検査による

選抜を希望していれば、自動的に学力検査による選抜の受験者となります。

（３）学力検査による選抜

中学校等における調査書および学力検査の結果を総合して、特に「入学者に求め

る能力と適性」の３）を重視して人材を選抜します。学力検査は、理科、英語、数学、

国語および社会の５教科による試験とします。学力検査による選抜は、第三志望学科

までを対象としており、第一志望学科で不合格となった場合でも、第二志望学科、第

三志望学科で合格となる場合があります。
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DIGI＋（でじたす）特別選抜の特徴

［目的］

「工学専門分野に加え、デジタル技術と情報を活用したものづくり人材」としての素養のあ

る生徒を選抜し、入学前の段階からデジタル・AI・半導体といった社会的要素が高い先端分野

の情報教育を実践し、入学後につなげる体系的な教育プログラムにより、多様に変化する社会

のニーズに対応し、将来にわたりグローバルに活躍できる技術者を育成することを目的としま

す。

［教育内容］

DIGI＋特別選抜で入学した学生は、情報系基盤技術教育プログラム履修生となり、学則で定

められた各学科の科目に加え、「Ａ群から３単位以上」若しくは、「Ａ群から２単位以上＋Ｂ

群から１単位以上」を修得することが卒業要件となります。

Ａ群：DIGI×（でじくろす）科目は、これからの社会で重要となる情報系の基盤技術に関する

科目で、４・５年の全学科の学生が受講できます。

Ｂ群：EDGE 活動による認定科目はアントレプレナーシップ（新しいものやコトを生み出す活

動）やグローバル（海外研修や交流等の活動）に関する選択科目で、規定の活動を行う

ことで修得できます。

  Ａ群（DIGI×科目） ４・５年生で履修可能

   ・ロジスティクス      ・ＩｏＴ基礎

   ・ロボット工学基礎      ・機器分析基礎

   ・半導体工学概論      ・社会実装技術

   ・半導体製造プロセス ・離散数学

   ・画像工学基礎

Ｂ群（EDGE 活動による認定科目） 全学年で履修可能

・イノベーション創成Ⅰ ・国際研修Ⅰ

・イノベーション創成Ⅱ ・国際研修Ⅱ

［DIGI＋特別選抜で入学した学生への支援］

DIGI+特別選抜で入学した学生には、下記の支援や優先権が与えられます。

①先端技術を有する企業や施設への見学旅行の参加権（３年次）

②海外短期留学支援（費用を一部助成）

③DIGI×科目選択における優先権（４・５年次）

④学寮入寮での優先権

※寮則違反がなければ、継続入寮においても優先されます。
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Ⅱ．DIGI＋特別選抜募集要項

〔１〕出願資格
 令和７年３月に中学校若しくはこれに準ずる学校若しくは義務教育学校を卒業見込みの者若し

くは中等教育学校の前期課程を修了見込みの者又は文部科学大臣が中学校の課程と同等課程を有

するものとして認定した在外教育施設の当該課程を修了見込みの者で、次の要件を満たした者

（１）本校に入学する意思が強固であって、合格した場合は必ず入学する者

（２）工学専門分野に加え、デジタル技術と情報を活用したものづくりに興味・関心を有し、本

校への志望理由が明確な者

（３）在籍学校における第１学年から第３学年までの９教科（選択教科を除く）の成績が５段階

評価で合計１１５以上が見込まれる者

  ※「〔５〕内定後の手続き」に記載のとおり、内定となっても内定後の合格要件を満たさな

い場合は不合格となります

〔２〕出願手続
（１）出願書類受付期間等

期間
令和６年９月２日（月）～９月６日（金）

（郵送の場合も期間内必着）

時間
８時３０分～１７時まで

土・日曜日及び祝日は受け付けません。

場所
佐世保工業高等専門学校 学生課入試担当

〒８５７－１１９３ 佐世保市沖新町１番１号

（２）出願書類

 入学検定料１６，５００円を納付の上、出願書類を提出してください。（なお振込時に別途

必要な振込手数料は、入学志願者本人の負担になります。）

 出願書類は、必ず本校所定の A4 サイズ封筒（角２号）に入れ、郵送または持参により提出

してください。郵送する場合は、必ず書留（簡易書留）にしてください。

入学志願書・

写真票・受験票

本校所定の用紙を使用。

写真は、上半身・正面向き・無帽・無背景（縦４cm✕

横３cm）で、出願３か月以内に撮影したものとします。

入学志望理由書 本校所定の用紙に必要事項を記入したもの（本人自筆）。

調査書
本校所定の様式または公立高校様式を使用し、第３学年１学期末ま

での成績で、在籍する学校長が証明したもの。

エントリーシート 本校所定の用紙に記入したもの（本人自筆）。

8

− 8 −



入学検定料

１６，５００円

本校所定の振込書（ゆうちょ銀行についてはゆうちょ銀行専用の

振込依頼書）により志願者本人の氏名で、金融機関(ゆうちょ銀行

可)の窓口から振り込んでください(ＡＴＭ使用不可)。振り込み後

「検定料納付証明書」（ゆうちょ銀行からの振り込みの場合は「振込

依頼書（お客さま控）」）を入学志願書の裏面に貼付してください。

振込期間 令和６年８月１６日（金)～令和６年９月６日(金) 

※ 振り込みの際は、銀行の営業日や営業時間を十分に考慮して手

続きを行って下さい。なお、検定料を願書受付最終日に振り込む場

合においても、最終日１７時までに出願書類一式を提出しなければ

なりませんので注意してください。

返信用封筒

（別添）

受験票送付用として、あて先・郵便番号を明記し、８４円切手を貼

付したもの１枚(速達を希望する場合は３４４円分の切手を貼付し

てください。) 
ただし、持参の場合は不要です。

※ 封筒表面の「様」を「行き」等に修正する必要はありません。

あて名票

２枚とも志願者本人の住所、氏名、電話番号を記入して下さい。

うち１枚は、８４円切手（速達を希望する場合は３４４円分）

を貼付してください。

〔３〕選抜方法
（１）第一次選考（書類審査のみ）

全ての志願者を対象に、在籍学校長が作成した調査書及びエントリーシートを総合的に判定

し、第一次選考合格者を決定します。

（２）第二次選考

第一次選考合格者に対し、個人面接（口頭試問あるいは簡単な筆記試験等を含む）を実施し、

エントリーシート及び個人面接を総合的に判定し、合格内定者を決定します。

・実 施 日 令和６年９月２８日（土）

・集合時間 受験者毎に集合時間が異なりますので、別途お知らせします。

・場 所 佐世保工業高等専門学校

〔４〕結果の通知
（１）第一次選考結果

令和６年９月１８日（水）に本人及び在籍学校長宛に発送します。第一次選考合格者には、

第二次選考の案内を同封します。

（２）第二次選考結果

令和６年１０月９日（水）に本人及び在籍学校長宛に発送します。併せて合格内定後の手続
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き等に関する書類を同封します。

DIGI+特別選抜で不合格となった場合の取り扱い

DIGI+特別選抜で不合格となった場合は、DIGI＋特別選抜出願時に、不合格の場合に希望す

る選抜方法（推薦による選抜、学力検査による選抜）を選択しておくことにより、入学検定

料を再納付することなく、選択した選抜試験を受験することができます。ただし、志望学科

を変更することはできません。

不合格の場合に希望する選抜方法を選択せず、後に他の選抜試験の受験を希望する場合は、

再度入学検定料の納付が必要となりますのでご注意ください。なお、推薦による選抜の受験

には在籍学校からの推薦書が必要になりますので、当該推薦書が得られない場合は推薦によ

る選抜を受験することができません。不合格の場合に希望する選抜方法で「推薦による選抜」

と「学力検査による選抜」の両方を選択しておくことにより、在籍学校からの推薦書が得ら

れない場合又は推薦による選抜で不合格となった場合であっても「学力検査による選抜」を

受験することができます。

推薦による選抜及び学力検査による選抜の出願や受験方法等に関する詳細は、９月下旬に

公開する本校入学募集要項をご覧ください。

〔５〕内定後の手続き
合格内定者は、次の要件を満たすことによって合格が確定します。満たさなかった場合は不

合格となります。

（１）以下に示す期間内に在籍学校長より提出された調査書で、第１学年から第３学年までの９

教科（選択科目を除く）の成績が５段階評価で合計１１５以上であること。

（２）本校が主催するデジタル情報教育講座を受講すること。３回以上受講することを原則とす

るが、やむを得ない事情がある場合は、その限りではない。ただし、必ず１回以上受講する

こと。

また、受講した講座について、簡単な報告書（課題）を以下に示す期間内に提出すること。

デジタル情報教育講座日程（令和６年度）

第１回 １０月２６日(土) 第３回 １１月１０日(日)

第２回 １１月９日(土)  第４回 １２月７日(土)

（３）合格内定者への通知に同封する学力定着課題（５教科）を以下に示す期間内に提出すること。

【調査書及び課題の提出について】

本校所定の様式または公立高校用様式の調査書及び、（２）、（３）に示す課題を令和６年

１２月９日（月）から１２月１３日（金）の期間内に、在籍学校で取り纏めの上、持参、もしく

は郵送（期間内必着）で提出してください。郵送する場合は、必ず書留（簡易書留）にしてくだ
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さい。

〔６〕合格者の発表
令和６年１２月１６日（月）１０時に受験番号を本校のホームページに掲載します。また、

本人宛に「合格通知書」等を郵送しますので、｢入学確約書｣を令和６年１２月２５日（水）必

着で郵送または持参により提出してください。

DIGI+特別選抜で、「〔５〕内定後の手続き」において示す合格要件を満たさなかった（不合

格となった）場合の取り扱い

※前ページ DIGI+特別選抜で不合格となった場合の取り扱いを参照して下さい。

※「〔５〕内定後の手続き」において示す合格要件を満たさなかった（不合格となった）者が

いた場合、DIGI+特別選抜第二次選考で合格内定が得られず、推薦による選抜の出願を行った者

の中から、補欠での合格内定者を出すことがあります。

〔７〕注意事項等
（１）出願書類に不備等がある場合、受理しないことがあります。

（２）出願書類に虚偽の記載があった場合は、入学後においても入学を取り消すことがあります。

（３）願書提出後は、志望学科、受験地その他の記載事項の変更は認めません。

（４）一度受理した出願書類は、いかなる理由があっても返還いたしません。

また、払い込み済みの入学検定料については、次の場合を除き、いかなる理由があっても返

還いたしません。

① 本校に出願書類を提出しなかった場合または提出したが受理されなかった場合

② 誤って二重に払い込んだ場合

（５）出願書類提出後、令和６年９月１１日(水)までに受験票が到着しない場合は、本校学生課

入試担当に問い合わせてください。

（６）第二次選考当日、受験票は必ず持参してください。なお、受験についての注意事項は、受

験票に記載していますが、その他の事項は当日掲示しますので、特に注意してください。

（７）上履きの必要はありません。

（８）合格者は、令和７年３月３日（月）に登校し、入学手続きを行って下さい。

なお、当日欠席した者は、入学の意思がないものとして取り扱います。

（９）その他の問い合わせについては、電話で直接本校に問い合わせてください。
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令和７年度 入学者選抜フロー

「DIGI+特別選抜」願書受付 9月2日(月)～6日(金)

「DIGI+特別選抜」第一次選考（書類審査のみ）

「DIGI+特別選抜」第二次選考結果通知 10月9日(水)

「DIGI+特別選抜」第二次選考 9月28日(土)

一次合格

合格内定

合格内定

合格

合格

基準を満たし
合格

一次不合格

二次不合格

不合格

不合格

受験を
希望しない

受験を希望する

推薦を希望し、かつ
学校推薦が得られる

推薦を希望しない、
または希望するが、

学校推薦が得られない

推薦による選抜受験有無

「推薦による選抜｣
願書受付：12月13日(金)～12月18日(水)

試験日：12月25日(水)

学力検査による選抜受験有無

在籍学校の調査書及び課題提出
12月9日(月)～12月13日(金)

合格者発表 12月16日(月)

入学確約書提出 12月25日(水)

「DIGI+特別選抜」第一次選考結果通知 9月18日(水)

不合格合格者発表 2月17日(月)

内定通知 1月15日(水)

入学確約書提出 1月23日(木)

合格者登校日 3月3日(月)

基準を満たさないため
合格内定取消

「学力検査による選抜」
願書受付：1月20日(月)～1月23日(木)
試 験 日：2月9日(日)
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ⅢⅢ．．障障害害等等をを理理由由ととししたた合合理理的的配配慮慮のの提提供供にに関関ししてて  

   佐世保工業高等専門学校では、「障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律」「文部 

科学省所管事業分野における障害を理由とする差別の解消の推進に関する対応指針」及び、「独

立行政法人国立高等専門学校機構における障害を理由とする差別の解消の推進に関する対応要

領」に則り、障害等による支援ニーズのある学生に対して、受験上または修学上の合理的配慮の

提供を行っています。 

   入学者選抜において障害等を理由とした合理的配慮の提供を希望する者は、早め（注）に、佐

世保高専学生課入試担当までご相談ください。なお、合理的配慮の提供には準備に時間がか 

かることもあるため、入学願書提出期限の一か月前を過ぎてからの相談及び申請では準備期間 

が短くなり、希望する合理的配慮を受けられず、安心して試験を受けられなくなる可能性があ 

ることに注意してください。 

   必要に応じて、生徒、生徒の保護者及び、在籍する学校関係者に対して、相談された内容に 

ついて質問する場合がありますが、合理的配慮に関する申請及び問い合わせ内容は入学者選抜の

合否判定には一切影響ありません。 

   入試の公平性を担保するため、合理的配慮提供の根拠となる資料の提出を求める場合があり 

ます。必要となる根拠資料に関しては、文部科学省「障害のある学生の修学支援に関する検討会

報告（第二まとめ）」によって示されている、1)障害者手帳の種別・等級・区分認定、2)適切な

医学的診断基準に基づいた診断書、3)標準化された心理検査等の結果、4)専門家の所見、5)中学

校、特別支援学校中等部等入学前の支援状況に関する資料、6)本人が自らの障害の状況を客観的

に把握・分析した説明資料等が該当します。 

 

※根拠資料に関しては提出の要不要に関しても入試担当窓口までご相談ください。ご提出いた

だく根拠資料としての要件を満たしているかどうか、担当係において確認いたします。 

    満たしていない場合は、その理由を明示したうえで再提出を求めることがあります。 

 

（お願い） 

    入学後に修学上の合理的配慮が必要な場合には、合理的配慮提供のための準備を十分に行う

ために、出願前の可能な限り早い段階で「事前相談」を受けられることをお勧めします。入試

後、または入学後に合理的配慮に関して初めて申請をされる場合は、修学に必要な支援を十分

に受けられなくなる可能性があります。なお、事前相談を受けた場合であっても、入学者選抜

の合否判定には一切影響ありません。 

 

 

  

  

＜注：事前相談の目安時期＞ ※入学願書提出期限の１か月前程度 

 

 

 

DIGI＋ 特別選抜 令和６年８月２日（金） 

相談窓口： 
佐世保高専学生課入試担当 
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Ⅳ．検定料免除の臨時措置について

本校では、災害救助法適用地域における災害に伴う検定料免除の臨時措置を定めています。この 

制度を希望する場合は、本校のホームページを確認の上、学生課入試担当へ相談して下さい。 

ホームページアドレス https://www.sasebo.ac.jp/

Ⅴ．個人情報の取り扱いについて

 （１）入学志願者から提出された入学願書や調査書等に記載されている情報及び選抜に用いた試験成

績・評価といった入学者選抜を通じて取得した個人情報は、入学者選抜の資料として利用すると

ともに、次の目的のためにも利用します。 

①入学後の教育・指導 

    ②入学料、授業料の免除申請の審査 

    ③奨学金申請の審査 

    ④本校及び国立高等専門学校全体の教育制度・入学者選抜制度の改善のための調査・研究 

 （２）本校入学者の氏名、住所、電話番号に限り、本校の学生の保護者からなる団体である後援会か

らの連絡を行うために利用する場合があります。 

 （３）本校入学者の氏名、住所、電話番号に限り、本校の卒業生等からなる団体である同窓会からの

連絡を行うために利用する場合があります。 

Ⅵ．募集要項の請求

   募集要項は、本校「学生課入試担当」に請求してください。なお、郵送希望の場合は、下記ま

でお問い合わせ下さい。

募集要項の請求並びに出願に関する問い合わせ先

〒 857－1193 佐世保市沖新町１番１号

佐世保工業高等専門学校 学生課入試担当

電 話 (０９５６)３４－８４２８

ＦＡＸ (０９５６)３４－８４２５

E-mail nyusi@sasebo.ac.jp

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞｱﾄﾞﾚｽ https://www.sasebo.ac.jp/
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入入学学検検定定料料をを郵郵便便局局（（ゆゆううちちょょ銀銀行行））かからら振振りり込込むむ場場合合のの注注意意点点  
  

 入学検定料は郵便局（ゆうちょ銀行）からも振り込むことが出来ますが、以下の条件を
満たす必要がございますので、ご注意ください。 

１) ゆうちょ銀行から他の金融機関への振込は口座からのみ可能で、現金による振込はでき
ません。ご利用の際は、『通帳とお届け印』または『キャッシュカード』が必要です。 

２) ゆうちょ銀行から他の金融機関への振込は募集要項に添付されている振込依頼書を使
用することは出来ません。窓口で「ゆうちょ銀行専用の振込依頼書（以下参照）」を受け 
取り、記入いただく必要があります。 

３) 振込後は「振込依頼書（お客さま控）」を受領してください。 
４) 出願の際は「振込依頼書（お客さま控）」を提出してください。（振込依頼書（お客さ 

ま控）が必要な場合は、コピーを保管してください。） 
 

  
※※振振込込依依頼頼書書（（ササンンププルル））  
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佐世保工業高等専門学校入学案内

１ 創 立  昭和３７年４月１日

２ 本 校 の 目 的 本校は、「深く専門の学芸を教授し、職業に必要な能力を養い、もって

創造的な知性と豊かな人間性を備えた有為な技術者を育成する」ことを目

的とした高等教育機関です。卒業者には「準学士」の称号が与えられます。

３ 修 業 年 限  ５年

４ 教 育 課 程

一般科目（各学科共通・基幹教育科担当）

○ 必 修 科 目 
国語Ⅰ，文学探究，国語Ⅱ，国語Ⅲ，社会総合Ⅰ，社会総合ⅡＡ，社会総合ⅡＢ，世界の情勢と日

本の歩み，国際関係論，技術者倫理，科学技術と社会，基礎数学Ⅰ，基礎数学Ⅱ，基礎線形代数，

微分積分，物理，化学，生物，保健体育，スポーツと健康Ⅰ，スポーツと健康Ⅱ，芸術，英語，科

学英語，英会話，コミュニケーション，リベラルアーツⅠ，リベラルアーツⅡ，地域課題探究，グ

ローカルリテラシー，デジタルヒューマニティーズ，情報リテラシー 
○ 選 択 科 目 

中国語 
専専門門科科目目（機械制御工学科） 

○ 必 修 科 目 
確率統計，情報セキュリティ基礎，プログラム基礎，データサイエンス工学，機械デザイン学，設

計法，機構と設計，機械工作法，デザイン工学，ＮＣ精密加工，材料学，機能性材料，材料力学，

弾性力学，電気工学，メカトロニクス，電気磁気学，ＩｏＴマイコン，数値シミュレーション，デ

ジタル計測工学，応用解析学，制御工学，機械力学，機械振動学，ロボット力学，熱力学，熱工学，

水力学，流体力学，エネルギー変換工学，機械工学基礎，創作実習，機械工作実習，ものづくり総

合実習，機械工学実験，機械情報工学実験，英語文献ゼミ，卒業研究 
○ 選択必修科目 

機械システム設計Ⅰ，機械システム設計Ⅱ，情報セキュリティ応用，マイクロマシニング 
○ 選 択 科 目 

ロジスティクス，ロボット工学基礎，半導体工学概論，半導体製造プロセス，画像工学基礎，Ｉｏ

Ｔ基礎，機器分析基礎，社会実装技術，離散数学，工場実習，技術国際研修，国際研修Ⅰ，国際研

修Ⅱ，イノベーション創成Ⅰ，イノベーション創成Ⅱ 
専専門門科科目目（電気電子工学科） 

○ 必 修 科 目 
確率統計，データサイエンス工学，一般物理，電気電子工学基礎，電気磁気学Ⅰ，電気磁気学Ⅱ，

電気回路Ⅰ，電気回路Ⅱ，計測工学，電気電子計測，電子回路Ⅰ，電子回路Ⅱ，電子工学，電気電

子材料，半導体デバイス工学，高電圧工学，通信工学，制御工学，情報セキュリティ基礎，情報工

学基礎演習，プログラミング，ディジタル回路，情報応用工学，コンピュータ工学，電気機器，パ

ワーエレクトロニクス，エネルギー変換工学，発変電工学，電力ネットワーク，電気法規・施設管

理，電気電子製図演習，創作実習，電気電子情報工学実験Ⅰ，電気電子情報工学実験Ⅱ，卒業研究 
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○ 選択必修科目 
プラズマ工学，アルゴリズムとデータ構造，電気電子設計，信号処理 

○ 選 択 科 目 
無線通信概論，ロジスティクス，ロボット工学基礎，半導体工学概論，半導体製造プロセス，画像

工学基礎，ＩｏＴ基礎，機器分析基礎，社会実装技術，離散数学，工場実習，技術国際研修，国際

研修Ⅰ，国際研修Ⅱ，イノベーション創成Ⅰ，イノベーション創成Ⅱ 
専専門門科科目目（情報知能工学科） 

○ 必 修 科 目 
確率統計，データサイエンス工学，情報セキュリティ基礎，情報工学基礎，ものづくり基礎，情報

工学概論，プログラミングⅠ，プログラミングⅡ，コンピュータアーキテクチャ，WEB プログラ

ミング，電気回路，電子回路，電気磁気学Ⅰ，電気磁気学Ⅱ，ネットワークアーキテクチャ，デー

タ構造とアルゴリズム，データベース，画像処理，オペレーティングシステム，一般物理，制御工

学，ゲーム情報学，情報理論，ソフトウェア開発，数値解析，コンピュータグラフィックス，人工

知能，情報通信理論，情報数学，システム設計，ロボティクス，自然言語処理，情報セキュリティ，

コンピュータビジョン，ビッグデータ解析，創作実習，情報知能工学実験Ⅰ，情報知能工学実験Ⅱ，

情報知能工学実験Ⅲ，情報知能工学実験Ⅳ，卒業研究 
○ 選択必修科目 

生体情報処理，情報資格Ⅰ，情報資格Ⅱ 
○ 選 択 科 目 

ロジスティクス，ロボット工学基礎，半導体工学概論，半導体製造プロセス，画像工学基礎，Ｉｏ

Ｔ基礎，機器分析基礎，社会実装技術，離散数学，工場実習，技術国際研修，国際研修Ⅰ，国際研

修Ⅱ，イノベーション創成Ⅰ，イノベーション創成Ⅱ 
専専門門科科目目（化学・生物工学科） 

○ 必 修 科 目 
基礎物質化学，基礎生物工学，工学基礎，情報セキュリティ基礎，情報処理，プログラミング，デ

ータ解析，データサイエンス工学，分析化学，無機化学，有機化学Ⅰ，有機化学Ⅱ，有機化学Ⅲ，

有機化学Ⅳ，高分子化学，微生物学序論，生物化学Ⅰ，生物化学Ⅱ，生物化学Ⅲ，生物工学，物理

化学Ⅰ，物理化学Ⅱ，物理化学Ⅲ，化学工学Ⅰ，化学工学Ⅱ，反応工学，プロセス解析工学，確率

統計，一般物理，機器分析，機能材料科学，細胞・遺伝子工学，環境工学，計算科学，創作実習，

物質化学実験１，物質化学実験２，物質化学実験３，物質化学実験４，物質化学実験５，卒業研究 
○ 選 択 科 目 

ロジスティクス，ロボット工学基礎，半導体工学概論，半導体製造プロセス，画像工学基礎，Ｉｏ

Ｔ基礎，機器分析基礎，社会実装技術，離散数学，工場実習，技術国際研修，国際研修Ⅰ，国際研

修Ⅱ，イノベーション創成Ⅰ，イノベーション創成Ⅱ 
 

５５   専専    攻攻    科科 
   現在、高専卒業後２年間の修学期間の専攻科を置く高専が全国に５１校あります。 
   平成９年度より本校にも専攻科が設置され、１学年２０名程度の卒業生を受け入れています。 
   専攻科では、高専卒業生が高専から引き続き、より高度な高専の教育理念に基づいた教育と 
  研究の指導が受けられます。専攻科教育課程の必要な単位を修得し、一定の要件を満たした場 
  合、大学改革支援・学位授与機構の審査により学士（工学）の学位を取得でき、さらに、大学 
  院修士課程に進学することができます。本校専攻科でも、令和６年３月現在で約５８５名の修 

了生のほとんどが学士（工学）の学位を取得し、このうち１１８名以上の者が国立大学大学院 
修士課程へと進学しています。 
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６６   日日本本技技術術者者教教育育認認定定機機構構（（ＪＪＡＡＢＢＥＥＥＥ））対対応応教教育育ププロロググララムムににつついいてて 
   平成１５年度から、本科４、５年と専攻科を合わせた４年間の教育において、日本技術者教

育認定機構（ＪＡＢＥＥ）対応の技術者教育プログラム「複合型もの創り工学」を設定し、平

成１７年５月にその審査を受け本審査に合格しました。平成１６年度修了生より「ＪＡＢＥＥ

プログラム修了生」として国際的に認められた技術者として認定されています。 
   本校では、グローバル化した社会において、高度化、複合化した工学分野の諸問題を解決し

て「もの創り」を行うために、各専門分野（機械工学、電気電子工学、情報工学、化学・生物

工学）について深い専門性を養いつつ、先進的な他の専門分野の知識と技術も身につける複合

的な教育を行うことにより、複眼的な問題解決能力を備えた創造性豊かな、世界に通用する「「もも

のの創創りり技技術術者者」」を育成します。 
      学習・教育到達目標 
        (Ａ) 工学の基礎と専門        (Ｂ) 地球的視点と技術者倫理 
        (Ｃ) コミュニケーション能力     (Ｄ) 複眼的かつ実践的能力 
        (Ｅ) 自主・自立と協調性 

 
７７   学学          寮寮 
 本校では、友人や先輩と共に過ごす集団生活・共同生活を通して「自立・自律性」や「協調 
性」などを養うため、入寮申請により許可された学生が「佐世保高専西雲寮」に入寮できます。 
ただし、入寮できる人数に限りがあるため、自宅通学が可能な学生には、自宅からの通学をお 
願いする場合があります。 
 １年生男子は３人部屋、１年生女子は２人部屋が基本です。上級生になると２人部屋や個室 
になります。机、椅子、本棚、洋服ダンス、ベッドは各部屋に備え付けてあります。 

 
 ８８   入入学学後後のの所所要要経経費費 

        区  分 

名  称 
入学時（４・５月） １０月 備     考 

入 学 料 84,600 円 0 円 合格者登校日までに納付 

授 業 料 117,300 円 117,300 円 高等学校等就学支援金の助成あり 

学

生

会 

入   会   金 
会       費 

1,500 円 
7,500 円 

0 円 
7,500 円 

 
年２回に分納 

そ  の  他  諸  納  金 約 30,000 円 13,000 円 
この他、工場見学旅行の積立が必

要 

教 科 書 ・ 参 考 書 等 約 45,000 円 0 円  

製図用具・電卓 約 10,000 円 0 円  

制服・体操衣・実習服等 約 90,000 円 0 円  

学 
 

寮 

寄      宿      料 
寮              費 
特   別    寮   費 

4,200 円 
54,500 円 

2,000 円 

3,500 円 
54,500 円 

0 円 

(月額)   700 円 
(月額) 10,900 円 
入寮時のみ 

合       計 約 446,600 円   195,800 円  
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※ 表の経費は令和６年度の金額であり、入学時及び在学中に改定が行われた場合は、改定時

から新たな納付金額が適用されます。 
また、学寮経費については、別途１日当り１，１８０円の給食費が毎月必要です。 

   （入寮者は、１ヶ月当たりに換算すると約４万５千円が必要ということになります。） 
  ※ 情報知能工学科の新入生には、ノートパソコンを準備して頂きます。 
   （既にお持ちの場合は、新たに購入いただく必要はありません。） 
   詳細につきましては、合格者登校日にお知らせいたします。 
 

９９   入入学学料料のの免免除除及及びび徴徴収収猶猶予予制制度度 
  入学前１年以内において、入学する者の学資を主として負担している者が死亡または風水害 

  等の災害を受ける等、入学料の納付が著しく困難であると認められる場合には、入学料の全額 
 または半額を免除する制度があります。また、経済的理由等で納付期限までに納付が困難で

あり、かつ学業成績優秀と認められる場合は、徴収の猶予を許可する制度があります。 
 
１１００   授授業業料料のの免免除除 

(1) 高高等等学学校校等等就就学学支支援援金金制制度度（（１１年年生生～～３３年年生生向向けけ）） 
「高校授業料無償化」の制度です。おおよそ年収 910 万円未満（扶養控除対象者数により

変動します。）の世帯を対象とし、36 月を限度として、月額 9,900 円（＝公立高校の授業

料月額と同額。本校の授業料は月額 19,550 円。）が助成されます。 なお、世帯収入が少な

い場合は月額 19,550 円が助成（＝全額免除）されることがあります。 
(2) 修修学学支支援援新新制制度度（（４４・・５５年年生生、、専専攻攻科科生生向向けけ）） 
日本学生支援機構による授業料免除及び返還不要の給付型奨学金の制度です。 
家計収入及び学生の成績を審査対象とし、家計収入に応じて、授業料免除（全額、2/3、1/3、

1/4 のいずれか）と併せ、返還不要の奨学金（月額最大 34,200 円）が給付されます。 
 
１１１１   各各種種奨奨学学制制度度 
   日本学生支援機構の規定に基づき、学業、人物共に優れ、かつ学資の支弁が困難と認めら

れる学生に対しては、選考により奨学金が貸与されます。募集は入学後（４月）に行います。 
   令和６年度の第１種奨学金（無利子）の貸与月額は下表のとおりです。 

学    年 
貸  与  月  額 

自   宅 自 宅 外 

１～３年 
21,000 円 

または、10,000 円 
22,500 円 

または、10,000 円 

４～５年 
専攻科年 

45,000 円 
または、30,000 円 
または、20,000 円 

 

51,000 円 
または、40,000 円 
または、30,000 円 
または、20,000 円 

   ※ ４年生以上は要件を満たせば第二種奨学金（有利子）の貸与を受けることができます。 
そのほか、長崎県育英会や佐世保市、松浦市、長崎市、大村市等においても奨学制度が

あります。 
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（1） JR佐世保駅下車の場合
佐世保駅前から「西肥バス」で「沖新町」行または「沖新経由東浜」行に乗車

「自動車検査登録事務所前」下車
所要時間約15分

（2） JR日宇駅下車の場合
（特急は日宇駅には停車しない）
日宇駅から徒歩約20分　

（3） 西九州自動車道を利用した時は大塔ＩＣで降りてください。

※本校までの交通案内

検査会場案内

◎佐世保検査場
佐世保工業高等専門学校（佐世保市沖新町１番１号）

佐世保駅前 大和町

トヨタ

ガード

←みなとI.C 西九州自動車道 大塔I.C→

日

　
宇

　
川

学
寮

佐世保
高　専総合

運動場

日宇駅前

沖新町入口

日宇新田

自動車検査登録事務所前
沖新町

東
浜
↓

正
門

工業団地前

国道35号線
JR佐世保駅 JR日宇駅
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（1） JR佐世保駅下車の場合
佐世保駅前から「西肥バス」で「沖新町」行または「沖新経由東浜」行に乗車

「自動車検査登録事務所前」下車
所要時間約15分

（2） JR日宇駅下車の場合
（特急は日宇駅には停車しない）
日宇駅から徒歩約20分　

（3） 西九州自動車道を利用した時は大塔ＩＣで降りてください。

※本校までの交通案内

検査会場案内

◎佐世保検査場
佐世保工業高等専門学校（佐世保市沖新町１番１号）

佐世保駅前 大和町
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学
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中学校コード一覧表(市町村別)
中 学 校 名 コード 中 学 校 名 コード 中 学 校 名 コード 中 学 校 名 コード

　塩　　　　　田 2735 　祗　　　　　園 3794
　高　　　　　宮 9027 　 東原庠舎東部 2625 　嬉　　　　　野 2736 　清　　　　　水 3551
　西　　　　　陵 9028 　 東原庠舎西渓 2627 　大　　野　　原 2737 　光　　　　　海 3552
　壱　　　　　岐 9030 　 東原庠舎中央 2649 　吉　　　　　田 2738 　愛　　　　　宕 3553

　黒　　　　　島 3555
　前　　　　　原 1501 　伊　　万　　里 2628 長　崎　大　附　属 3501 　浅　　　　　子 3556
　前　　原　　東 1510 　 南波多郷学館 2631 　日　　　　　見 3511 　相　　　　　浦 3557
　二　　　　　丈 1517 　国　　　　　見 2634 　桜　　馬　　場 3512 　中　　　　　里 3558

　山　　　　　代 2636 　片　　　　　淵 3513 　大　　　　　野 3559
佐　賀　大　附　属 2501 　啓　　　　　成 2650 　長　　　　　崎 3514 　柚　　　　　木 3560

　成　　　　　章 2601 　東　　　　　陵 2739 　小　　　　　島 3515 　宇　　　　　久 3665
　城　　　　　南 2602 　青　　　　　嶺 2740 　大　　　　　浦 3516 　小　　佐　　々 3673
　昭　　　　　栄 2603 　梅　　香　　崎 3517 　吉　　　　　井 3676
　城　　　　　東 2604 　武　　　　　雄 2637 　戸　　　　　町 3518 　世　　知　　原 3677
　城　　　　　西 2605 　川　　　　　登 2640 　土　　井　　首 3519 　聖　和　女　子　学　院 3761
　城　　　　　北 2606 　武　　雄　　北 2645 　深　　　　　堀 3520 　崎　　　　　辺 3772
　金　　　　　泉 2607 　山　　　　　内 2721 　福　　　　　田 3521 　広　　　　　田 3785
　芙　　　　　蓉 2608 　北　　　　　方 2723 　西　　　　　泊 3522 　佐　世　保　北 3793
　鍋　　　　　島 2648 　武　雄　青　陵 2728 　丸　　　　　尾 3523 　江　　　　　迎 3670
　諸　　　　　富 2651 　淵 3524 　鹿　　　　　町 3671
　川　　　　　副 2652 　東　　　　　部 2643 　緑　　が　　丘 3525 　九　州　文　化 3799
　東　　与　　賀 2653 　西　　　　　部 2646 　岩　　　　　屋 3526 島原市

　思　　斉　　館 2654 　西　　浦　　上 3527 　島　原　第　一 3561
　大　　　　　和 2655 　小　　　　　城 2681 　山　　　　　里 3528 　島　原　第　二 3562
　松　　　　　梅 2656 　三　　日　　月 2682 　茂　　　　　木 3531 　島　原　第　三 3563
　富　　　　　士 2657 　牛　　　　　津 2683 　日　　　　　吉 3532 　三　　　　　会 3564
　北　　　　　山 2658 　芦　　　　　刈 2684 　東　　長　　崎 3536 　有　　　　　明 3637
　三　　　　　瀬 2666 　滑　　　　　石 3537 諫早市

　佐　賀　清　和 2901 　神　　　　　埼 2661 　香　　　　　焼 3597 　諫　　　　　早 3565
　龍　　　　　谷 2902 　千　　代　　田 2662 　伊　　王　　島 3598 　北　　諫　　早 3566
　弘　　学　　館 2903 　脊　　　　　振 2665 　高　　　　　島 3599 　小　　　　　野 3567
　成　　　　　穎 2905 　野　　母　　崎 3601 　有　　　　　喜 3568
　致　　遠　　館 2906 　三　　田　　川 2663 　三　　　　　和 3602 　西　　諫　　早 3569

　東　　脊　　振 2664 　琴　　　　　海 3607 　長　　　　　田 3571
　唐　津　第　一 2609 　池　　　　　島 3623 　喜　　々　　津 3603
　佐　　　　　志 2610 　基　　　　　山 2671 　外　　　　　海 3798 　琴　　　　　海 3604
　唐　津　第　五 2613 　東　　明　　館 2904 　三　　　　　重 3625 　森　　　　　山 3632
　鏡 2614 　海　　　　　星 3752 　飯　　　　　盛 3633
　鬼　　　　　塚 2615 　中　　　　　原 2672 　長　崎　南　山 3753 　高　　　　　来 3634
　湊 2616 　北　　茂　　安 2673 　活　　　　　水 3754 　小　　長　　井 3636
　西　　唐　　津 2647 　三　　　　　根 2674 　聖 母 の 騎 士 3757 　明　　　　　峰 3775
　唐　　津　　東 2659 　純　　　　　心 3758 　真　　　　　城 3779
　浜　　　　　玉 2691 　上　　　　　峰 2675 　横　　　　　尾 3766 　長　崎　日　大 3792
　七　　　　　山 2692 　小　　江　　原 3771
　厳　　　　　木 2693 　玄 海 み ら い 2715 　精　　　　　道 3774 　玖　　　　　島 3572
　相　　　　　知 2694 　橘 3778 　西　　大　　村 3573
　北　　波　　多 2695 　有　　　　　田 2711 　精道学園三川台 3782 　萱　　　　　瀬 3574
　肥　　　　　前 2697 　西　　有　　田 2712 　三　　　　　川 3783 　郡 3575
　馬　　　　　渡 2702 　小　　ヶ　　倉 3786 　大　　　　　村 3777
　加　　　　　唐 2703 　白　　　　　石 2722 　桜　　が　　原 3780
　小　　　　　川 2707 　宮 3541
　高　　　　　峰 2708 　大 町 ひ じ り 2724 　三　　川　　内 3542 　福　　　　　江 3576
　海　　　　　青 2709 　早　　　　　岐 3543 　奥　　　　　浦 3578

　江　　　　　北 2725 　東　　　　　明 3544 　崎　　　　　山 3579
　鳥　　　　　栖 2619 　日　　　　　野 3545
　田　　　　　代 2620 　多　　　　　良 2731 　日　　　　　宇 3546 　翁　　　　　頭 3580
　基　　　　　里 2621 　大　　　　　浦 2732 　福　　　　　石 3547 　久　　　　　賀 3583
　鳥　　栖　　西 2622 　山　　　　　澄 3548 　富　　　　　江 3678

多久市

嬉野市

五島市

伊万里市

福岡市

杵島郡大町町

鳥栖市

杵島郡江北町

佐世保市

東松浦郡玄海町

西松浦郡有田町

杵島郡白石町

大村市

神埼郡吉野ヶ里町

唐津市

三養基郡基山町

三養基郡みやき町

鹿島市

小城市

糸島市 長崎市

佐賀市

武雄市

神崎市

藤津郡太良町

五島市

三養基郡上峰町
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中学校コード一覧表(市町村別)
中 学 校 名 コード 中 学 校 名 コード 中 学 校 名 コード 中 学 校 名 コード

　玉　　之　　浦 3680 　吾　　　　　妻 3640
　三　　井　　楽 3684 　愛　　　　　野 3641
　嵯　　峨　　島 3685 　千　　々　　石 3642
　岐　　　　　宿 3686 　小　　　　　浜 3643
　奈　　　　　留 3691 　南　　　　　串 3646

　平　　　　　戸 3585 　長　　　　　与 3605
　度　　　　　島 3586 　長　与　第　二 3769
　中　　　　　野 3587 　高　　　　　田 3791
　中　　　　　部 3588
　南　　　　　部 3589 　時　　　　　津 3606
　大　　　　　島 3656 　青　　　　　雲 3765
　生　　　　　月 3657 　鳴　　　　　北 3788
　田　　　　　平 3667

　東　　彼　　杵 3800
　御　　　　　厨 3592
　青　　　　　島 3593 　川　　　　　棚 3628
　志　　　　　佐 3594
　調　　　　　川 3595 　波　　佐　　見 3630
　今　　　　　福 3596
　福　　　　　島 3668 　小　　値　　賀 3658
　鷹　　　　　島 3669

　佐　　　　　々 3675
　加　　津　　佐 3647
　口　　之　　津 3648 　若　　　　　松 3694
　南　　有　　馬 3649 　魚　　　　　目 3699
　北　　有　　馬 3650 　有　　　　　川 3703
　西　　有　　家 3651 　奈　　良　　尾 3706
　有　　　　　家 3652 　上　　五　　島 3776
　布　　　　　津 3654
　深　　　　　江 3655

　郷　　ノ　　浦 3796
　勝　　　　　本 3713
　芦　　　　　辺 3797
　石　　　　　田 3717

　厳　　　　　原 3718
　久　　　　　田 3719
　豆　　　　　酘 3722
　大　　船　　越 3728
　雞　　　　　知 3731
　豊　　　　　玉 3732
　西　　　　　部 3737
　東　　　　　部 3738
　佐　　須　　奈 3740
　仁　　　　　田 3744
　比　　田　　勝 3745

　西　　　　　彼 3608
　江　　　　　島 3616
　平　　　　　島 3617
　大　　瀬　　戸 3618
　大　　　　　崎 3619
　西　　　　　海 3795

　国　　　　　見 3638
　瑞　　　　　穂 3639

対馬市

西海市

北松浦郡佐々町

南松浦郡新上五島町

壱岐市

西彼杵郡長与町

西彼杵郡時津町

松浦市

東彼杵郡東彼杵町

東彼杵郡川棚町

東彼杵郡波佐見町

北松浦郡小値賀町

南島原市

雲仙市

平戸市

全
選

抜
共

通

推
薦

に
よ

る
選

抜
受

験
希

望
学

力
検
査
に
よ
る

選
抜

受
験

希
望

学
力
検
査
に
よ
る

選
抜
受
験
希
望
地

学
力
検
査
に
よ
る

選
抜

志
望

学
科

ふ
り

が
な

氏
名

生
年

月
日

男 ・ 女

平
成

年
月

日
生

(令
和
６
.９

.１
現

在
満

才
）

本 人 保 護 者

現
住

所

氏
名

現
住

所

在
　

籍
学

校
名

所
在

地

本
人

と
の

続
柄

(
電

話
番

)

中
学

校

●
中
学
校

コ
ー
ド
番
号

別
紙
の
中
学
校
コ
ー
ド
一
覧
表
の

番
号
を
記
入
し
て
下
さ
い
。

Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号

電
話
番
号

※

〠 〠 〠

年
月

卒
業

・
卒

業
見

込
令

和

受
験

番
号

実
施

日

（
注

）

集
合

時
間

令
和

６
年

９
月

２
８

日
（

土
）

第
一

次
選

考
（

書
類

選
考

）
結

果

通
知

時
に

お
知

ら
せ

し
ま

す

１
．

本
票

は
、
D
IG
I＋

特
別

選
抜

第
二

次
選

考
受

験

時
に

必
ず

携
帯

し
て

く
だ

さ
い

。

２
．

本
票

の
携

帯
を

忘
れ

た
と

き
、

又
は

、
粉

失
し

た

と
き

は
、

直
ち

に
検

査
本

部
に

届
け

出
て

、
受

験
許

可
書

の
交

付
を

受
け

て
く

だ
さ

い
。

３
．

本
票

又
は

受
験

許
可

書
を

携
帯

し
な

い
者

は
、

受

験
を

認
め

ま
せ

ん
。

４
．

本
票

は
D
IG
I＋

特
別

選
抜

第
二

次
選

考
の

み
で

使
用

し
ま

す
。

　
　

推
薦

に
よ

る
選

抜
、

学
力

検
査

に
よ

る
選

抜
で

は

Ｗ
ｅ

ｂ
出

願
時

に
出

力
さ

れ
た

受
験

票
を

利
用

し
ま

す
が

、
D
IG
I＋

特
別

選
抜

で
の

受
験

番
号

を
利

用

し
ま
す
の
で
本
受
験
票
は
必
ず
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

氏
名

※

D
IG
I＋

特
別

選
抜

第
二

次
選

考
日

程

切 り 取 ら な い で く だ さ い

切 り 取 ら な い で く だ さ い

裏 面 の 注 意 事 項 を よ く 読 ん で 記 入 し て 下 さ い

佐
世

保
工

業
高

等
専

門
学

校

令
和

７
年

度
入

学
志

願
書

受
験

票

令
和

D
IG
I+
特
別
選
抜

D
IG
I+
特
別
選
抜

D
IG
I＋
特
別
選
抜

D
IG
I＋

特
別
選
抜

受
験
地

佐
世
保
工
業
高
等
専
門
学
校

年
月

日
令

和
７

年
度

佐
世

保
工

業
高

等
専

門
学

校

写
真

３
か
月
以
内
に
撮
影
の
も
の

正
面
脱

帽
、第

１
ボ
タ
ン
以

上

た
て

４
㎝

、
よ

こ
３

㎝

受
験

番
号

工
学

科
※
４

６
‐

４
６

‐

令
和

７
年

度

佐
世

保
工

業
高

等
専

門
学

校

写
真

票

受
験

番
号

ふ
り

が
な

氏
名

※D
IG
I＋

特
別

選
抜

受
験

地

佐
世

保
工

業
高

等
専

門
学

校

写
真

３
か
月
以
内
に
撮
影
の
も
の

正
面

脱
帽
、

第
１
ボ

タ
ン
以

上

た
て

４
㎝
、

よ
こ
３

㎝

４
６

‐

キ
　
　
　
　
リ
　
　
　
　
ト
　
　
　
　
リ

第
　

　
１

志
望

学
科

工
学

科
第

　
　

２
志

望
学

科
工

学
科

第
　

　
３

志
望

学
科

有
　
・
　
無

有
　
・
　
無

佐
世

保
・

諫
早

・
長

崎

在 籍 学 校
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全
選

抜
共

通

推
薦

に
よ

る
選

抜
受

験
希

望
学

力
検
査
に
よ
る

選
抜

受
験

希
望

学
力
検
査
に
よ
る

選
抜
受
験
希
望
地

学
力
検
査
に
よ
る

選
抜

志
望

学
科

ふ
り

が
な

氏
名

生
年

月
日

男 ・ 女

平
成

年
月

日
生

(令
和
６
.９

.１
現

在
満

才
）

本 人 保 護 者

現
住

所

氏
名

現
住

所

在
　

籍
学

校
名

所
在

地

本
人

と
の

続
柄

(
電

話
番

)

中
学

校

●
中
学
校

コ
ー
ド
番
号

別
紙
の
中
学
校
コ
ー
ド
一
覧
表
の

番
号
を
記
入
し
て
下
さ
い
。

Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号

電
話
番
号

※

〠 〠 〠

年
月

卒
業

・
卒

業
見

込
令

和

受
験

番
号

実
施

日

（
注

）

集
合

時
間

令
和

６
年

９
月

２
８

日
（

土
）

第
一

次
選

考
（

書
類

選
考

）
結

果

通
知

時
に

お
知

ら
せ

し
ま

す

１
．

本
票

は
、
D
IG
I＋

特
別

選
抜

第
二

次
選

考
受

験

時
に

必
ず

携
帯

し
て

く
だ

さ
い

。

２
．

本
票

の
携

帯
を

忘
れ

た
と

き
、

又
は

、
粉

失
し

た

と
き

は
、

直
ち

に
検

査
本

部
に

届
け

出
て

、
受

験
許

可
書

の
交

付
を

受
け

て
く

だ
さ

い
。

３
．

本
票

又
は

受
験

許
可

書
を

携
帯

し
な

い
者

は
、

受

験
を

認
め

ま
せ

ん
。

４
．

本
票

は
D
IG
I＋

特
別

選
抜

第
二

次
選

考
の

み
で

使
用

し
ま

す
。

　
　

推
薦

に
よ

る
選

抜
、

学
力

検
査

に
よ

る
選

抜
で

は

Ｗ
ｅ

ｂ
出

願
時

に
出

力
さ

れ
た

受
験

票
を

利
用

し
ま

す
が

、
D
IG
I＋

特
別

選
抜

で
の

受
験

番
号

を
利

用

し
ま
す
の
で
本
受
験
票
は
必
ず
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

氏
名

※

D
IG
I＋

特
別

選
抜

第
二

次
選

考
日

程

切 り 取 ら な い で く だ さ い

切 り 取 ら な い で く だ さ い

裏 面 の 注 意 事 項 を よ く 読 ん で 記 入 し て 下 さ い

佐
世

保
工

業
高

等
専

門
学

校

令
和

７
年

度
入

学
志

願
書

受
験

票

令
和

D
IG
I+
特
別
選
抜

D
IG
I+
特
別
選
抜

D
IG
I＋
特
別
選
抜

D
IG
I＋

特
別
選
抜

受
験
地

佐
世
保
工
業
高
等
専
門
学
校

年
月

日
令

和
７

年
度

佐
世

保
工

業
高

等
専

門
学

校

写
真

３
か
月
以
内
に
撮
影
の
も
の

正
面
脱

帽
、第

１
ボ
タ
ン
以

上

た
て

４
㎝

、
よ

こ
３

㎝

受
験

番
号

工
学

科
※
４

６
‐

４
６

‐

令
和

７
年

度

佐
世

保
工

業
高

等
専

門
学

校

写
真

票

受
験

番
号

ふ
り

が
な

氏
名

※D
IG
I＋

特
別

選
抜

受
験

地

佐
世

保
工

業
高

等
専

門
学

校

写
真

３
か
月
以
内
に
撮
影
の
も
の

正
面

脱
帽
、

第
１
ボ

タ
ン
以

上

た
て

４
㎝
、

よ
こ
３

㎝

４
６

‐

キ
　
　
　
　
リ
　
　
　
　
ト
　
　
　
　
リ

第
　

　
１

志
望

学
科

工
学

科
第

　
　

２
志

望
学

科
工

学
科

第
　

　
３

志
望

学
科

有
　
・
　
無

有
　
・
　
無

佐
世

保
・

諫
早

・
長

崎

在 籍 学 校

23

教育支援２
テキスト ボックス
冊子版を
ご使用下さい




１
．

受
験

票
、

筆
記

用
具

を
持

参
し

て
く

だ
さ

い
。

　 ２
．

事
故

な
ど

に
よ

り
遅

刻
し

た
場

合
は

、
検

査
本

部

に
届

け
出

て
、

指
示

を
う

け
て

く
だ

さ
い

。
　

１
．

各
葉

に
わ

た
り

※
の

欄
は

記
入

し
な

い
で

く
だ

さ
い

。

２
．

推
薦

に
よ

る
選

抜
受

験
希

望
、

学
力

検
査

に
よ

る
選

抜
受

験
希

望
欄

　
　
D
IG
I＋

特
別

選
抜

で
合

格
と

な
ら

な
か

っ
た

場
合

、
そ

れ
ぞ

れ
の

選

抜
の

受
験

希
望

の
有

無
い

ず
れ

か
を

選
択

し
て

く
だ

さ
い

。

３
．

学
力

検
査

に
よ

る
選

抜
受

験
地

　
　

学
力

検
査

に
よ

る
選

抜
の

受
験

を
希

望
す

る
場

合
は

、
希

望
す

る
受

験
地

に
つ

い
て

、
佐

世
保

・
諫

早
・

長
崎

の
い

ず
れ

か
を

○
で

囲
ん

で
く

だ
さ

い
。

　
　

最
寄

り
地

等
受

験
制

度
の

利
用

を
希

望
す

る
場

合
は

、
今

回
の

出
願

で
は

佐
世

保
を

選
択

の
上

、
W
e
b
出

願
時

に
最

寄
り

地
を

選
択

し
て

く
だ

さ
い

。

　
※

最
寄

り
地

等
受

験
制

度
と

は
、

学
力

検
査

に
よ

る
選

抜
に

お
い

て
､

出
願

す
る

高
専

に
関

係
な

く
､
全

国
に

あ
る

5
1
の

国
立

高
等

専
門

学

校
と

そ
の

他
設

置
し

て
い

る
会

場
に

て
受

験
が

可
能

な
制

度
で

す
｡

　
　

諫
早

及
び

長
崎

会
場

は
、

佐
世

保
高

専
が

設
置

す
る

学
外

試
験

会
場

の
た

め
最

寄
り

地
等

受
験

に
は

該
当

し
ま

せ
ん

。

４
．

志
望

学
科

欄

　
　

第
１

志
望

、
第

２
志

望
及

び
第

３
志

望
欄

に
は

、
志

望
学

科
名

を
記

入
し

、
第

２
志

望
及

び
第

３
志

望
が

な
い

場
合

は
、

該
当

欄
に

は
斜

線
を

引
い

て
く

だ
さ

い
。

な
お

、
願

書
受

付
後

は
、

志
望

学
科

の
変

更
は

認
め

ま
せ

ん
。

　
※
D
IG
I＋

特
別

選
抜

若
し

く
は

、
推

薦
に

よ
る

選
抜

で
不

合
格

と
な

っ

た
場

合
｢
学

力
検

査
に

よ
る

選
抜

」
を

受
験

す
る

者
で

、
第

２
志

望

及
び

第
３

志
望

が
あ

る
場

合
は

、
そ

の
学

科
名

を
必

ず
記

入
し

て
く

だ
さ

い
。

５
．

氏
名

　
　

必
ず

戸
籍

簿
記

載
の

氏
名

を
記

入
し

て
く

だ
さ

い
。

６
．

男
・

女

　
　

該
当

す
る

字
句

の
み

○
で

囲
ん

で
く

だ
さ

い
。

７
．

出
身

中
学

校
コ

ー
ド

番
号

に
つ

い
て

は
別

紙
の

中
学

校
コ

ー
ド

　
　

一
覧

表
の

番
号

を
記

入
し

て
く

だ
さ

い
。

た
だ

し
コ

ー
ド

表
に

該
当

中
学

校
名

が
な

い
場

合
は

記
入

し
な

い
で

く
だ

さ
い

。

８
．

電
話

・
Ｆ

Ａ
Ｘ

番
号

欄

　
　

市
外

局
番

も
記

入
し

て
く

だ
さ

い
。

受
験

者
心

得
入

学
志

願
書

記
入

上
の

注
意

検
定
料
納
付
証
明
書
を

こ
こ
に
貼
付
して

く
だ
さ
い
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１
．

受
験

票
、

筆
記

用
具

を
持

参
し

て
く

だ
さ

い
。

　２
．

事
故

な
ど

に
よ

り
遅

刻
し

た
場

合
は

、
検

査
本

部

に
届

け
出

て
、

指
示

を
う

け
て

く
だ

さ
い

。
　

１
．

各
葉

に
わ

た
り

※
の

欄
は

記
入

し
な

い
で

く
だ

さ
い

。

２
．

推
薦

に
よ

る
選

抜
受

験
希

望
、

学
力

検
査

に
よ

る
選

抜
受

験
希

望
欄

　
　
D
IGI

＋
特

別
選

抜
で

合
格

と
な

ら
な

か
っ

た
場

合
、

そ
れ

ぞ
れ

の
選

抜
の

受
験

希
望

の
有

無
い

ず
れ

か
を

選
択

し
て

く
だ

さ
い

。

３
．

学
力

検
査

に
よ

る
選

抜
受

験
地

　
　

学
力

検
査

に
よ

る
選

抜
の

受
験

を
希

望
す

る
場

合
は

、
希

望
す

る
受

験
地

に
つ

い
て

、
佐

世
保

・
諫

早
・

長
崎

の
い

ず
れ

か
を

○
で

囲
ん

で
く

だ
さ

い
。

　
　

最
寄

り
地

等
受

験
制

度
の

利
用

を
希

望
す

る
場

合
は

、
今

回
の

出
願

で
は

佐
世

保
を

選
択

の
上

、
W
e
b
出

願
時

に
最

寄
り

地
を

選
択

し
て

く
だ

さ
い

。

　
※

最
寄

り
地

等
受

験
制

度
と

は
、

学
力

検
査

に
よ

る
選

抜
に

お
い

て
､

出
願

す
る

高
専

に
関

係
な

く
､
全

国
に

あ
る

5
1
の

国
立

高
等

専
門

学

校
と

そ
の

他
設

置
し

て
い

る
会

場
に

て
受

験
が

可
能

な
制

度
で

す
｡

　
　

諫
早

及
び

長
崎

会
場

は
、

佐
世

保
高

専
が

設
置

す
る

学
外

試
験

会
場

の
た

め
最

寄
り

地
等

受
験

に
は

該
当

し
ま

せ
ん

。

４
．

志
望

学
科

欄

　
　

第
１

志
望

、
第

２
志

望
及

び
第

３
志

望
欄

に
は

、
志

望
学

科
名

を
記

入
し

、
第

２
志

望
及

び
第

３
志

望
が

な
い

場
合

は
、

該
当

欄
に

は
斜

線
を

引
い

て
く

だ
さ

い
。

な
お

、
願

書
受

付
後

は
、

志
望

学
科

の
変

更
は

認
め

ま
せ

ん
。

　
※
D
IGI

＋
特

別
選

抜
若

し
く

は
、

推
薦

に
よ

る
選

抜
で

不
合

格
と

な
っ

た
場

合
｢
学

力
検

査
に

よ
る

選
抜

」
を

受
験

す
る

者
で

、
第

２
志

望

及
び

第
３

志
望

が
あ

る
場

合
は

、
そ

の
学

科
名

を
必

ず
記

入
し

て
く

だ
さ

い
。

５
．

氏
名

　
　

必
ず

戸
籍

簿
記

載
の

氏
名

を
記

入
し

て
く

だ
さ

い
。

６
．

男
・

女

　
　

該
当

す
る

字
句

の
み

○
で

囲
ん

で
く

だ
さ

い
。

７
．

出
身

中
学

校
コ

ー
ド

番
号

に
つ

い
て

は
別

紙
の

中
学

校
コ

ー
ド

　
　

一
覧

表
の

番
号

を
記

入
し

て
く

だ
さ

い
。

た
だ

し
コ

ー
ド

表
に

該
当

中
学

校
名

が
な

い
場

合
は

記
入

し
な

い
で

く
だ

さ
い

。

８
．

電
話

・
Ｆ

Ａ
Ｘ

番
号

欄

　
　

市
外

局
番

も
記

入
し

て
く

だ
さ

い
。

受
験

者
心

得
入

学
志

願
書

記
入

上
の

注
意

検
定
料
納
付
証
明
書
を

こ
こ
に
貼
付
して

く
だ
さ
い

入学志望理由書 

佐世保工業高等専門学校 

                          令和   年    月    日 

志望学科 工学科 氏
ふ り

 名
が な

入学の志望理由として、下記項目で該当するものに、◎あるいは○を記して下 
さい。該当しない場合は空欄のままで結構です。また、その他の志望理由がある 
場合は、その他の欄に記入して下さい。 

◎ … 強い    ○ … 普通   空欄 … 該当しない 

 （    ）自然現象に対して好奇心が強く、ものづくりが好きだから 

 （    ）希望する学科に関する事項に興味をもち、専門知識と技術を習得 
したいから 

 （    ）基礎学力を有し、それらを活用して論理的に思考し、表現できる 
ようになりたいから 

 （    ）技術者として人類の幸福のために貢献して国際的に活躍したいから 

  その他 ： 

         (注) 必ず本人自筆のこと。また、※印の欄は記入しないこと。 

※46－受験番号 

キ

リ

ト

リ
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調 査 書 の 記 入 要 項

エントリーシートの記入要領

１．調査書の記入は、中学校生徒指導要録の記入方法に準じて行うものとします。 

１．必ず志願者本人の自筆として下さい。

２．Ｂより濃い鉛筆または黒のボールペンを使用し、濃くはっきりと記入して下さい。

ただし、DIGI＋特別選抜出願時における第３学年成績は、１学期末までの成績とします。

（各学年５段階評価とする。） 

２．成績一覧表の提出は不要です。 

【本校様式を利用する場合】 

３．「卒業年月」の欄は、該当するものを〇で囲んでください。  

４．DIGI＋特別選抜は、「特別活動の記録」、「特別活動以外の諸活動の記録及び特技」、「その

他の特記事項」の記入は必要ありません。 

５．※印の欄は記入不要です。 

【公立高校様式を利用する場合】 

６．本校様式に記載のない項目は、記入いただく必要はございませんので、斜線を引いてご

提出下さい。 
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調 査 書

（全選抜共通）

志

願

者

ふりがな 性別 生年月日 平成 年 月 日 

氏 名 卒業年月

平成・令和 

年   月 卒  業 

卒業見込 

学

習

の

記

録

 教 科

評 定 
国 語 社 会 数 学 理 科 音 楽 美 術 

保 健

体 育 

技 術

家 庭 
外国語 

評 定

合 計 

第３学年 

第２学年 

第１学年 

◎以下の枠内は推薦による選抜のみ記入

特別活動の記録 特別活動以外の諸活動の記録及び特技

学級活動 

生徒会活動 

学校行事 

その他の特記事項

この調査書の記載事項に誤りのないことを証明します。

    令和  年  月  日 

学 校 名

所 在 地

校長氏名 印

学校の電話番号

記載責任者氏名

受験番号 ※ 46－

キ

リ

ト

リ
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*

キ

リ

ト

リ

以下の内容について、８００字程度で書いてください。ただし、必ず志願者本人の自筆（Ｂより濃い鉛筆または黒
ボールペン使用）とし、①～④については必ず記載して下さい。
①「DIGI+ 特別選抜」での佐世保高専志望の動機。
②これまで（主に中学校時代）に行ってきた、アピールしたいこと。
③佐世保高専に入学してやりたいこと、および特に「DIGI+ 特別選抜」入学者としてやりたいこと。
④合格内定後、入学までにやりたいこと。
⑤そのほか、ぜひ伝えたいこと。
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検
定
料
振
込
期
間
は
、
２
０
２
４
年
８
月
１
６
日（
金
）～
２
０
２
４
年
９
月
６
日（
金
）で
す
。
必
ず
期
間
内
に
振
り
込
ん
で
下
さ
い
。

○
　
必
ず
各
種
銀
行
の
受
付
窓
口
で
払
い
込
み
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
(現

金
自
動
預
払
機
)は

使
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
な
お
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
か
ら
振
り
込
む
際
は
こ
の
振
込
書
を

　
　
使
用
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
窓
口
で
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
専
用
の
振
込
依
頼
書
を
受
け
取
り
お
振
り
込
み
く
だ
さ
い
。

○
　
振
込
時
に
別
途
必
要
な
振
込
手
数
料
は
、
入
学
志
願
者
本
人
の
負
担
に
な
り
ま
す
。

○
　「

振
込
書
」
の
※
に
、
入
学
志
願
者
の
氏
名
(フ

リ
ガ
ナ
)・

中
学
校
コ
ー
ド
・
住
所
及
び
電
話
番
号
を
黒
又
は
青
の
ボ
ー
ル
ペ
ン
で
正
確
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

○
　「

検
定
料
納
付
証
明
書
」
を
受
付
窓
口
か
ら
受
け
取
る
際
に
は
、
必
ず
取
扱
銀
行
収
納
印
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

○
　「

検
定
料
納
付
証
明
書
」
は
入
学
志
願
書
の
裏
面
に
貼
り
付
け
て
出
願
し
て
く
だ
さ
い
。

○
　「

領
収
証
書
」
は
改
め
て
発
行
し
ま
せ
ん
の
で
、
金
融
機
関
発
行
の
「
検
定
料
領
収
書
」
を
大
切
に
保
管
願
い
ま
す
。

20
24

年
度

20
24

年
度

手
数

料
円

依
頼

日
令

和
　

　
　

年
　

　
　

月
　

　
　

日
令

和
　

　
　

年
　

　
　

月
　

　
　

日

（
中

学
校

コ
ー

ド
）※

氏
名

※（
フ

リ
ガ

ナ
）※

（
住

所
）　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　（

電
話

）電
 信

 扱
￥

１
６

５
０

０
金

　
額

振 込 先 銀 行 受 取 人 振 込 人 （ 志 願 者 ）

切 り 取 ら な い で 銀 行 に お 出 し く だ さ い 。

切 り 取 ら な い で 銀 行 に お 出 し く だ さ い 。
上

記
の

振
込

金
確

か
に

受
け

取
り

ま
し

た
。

振
込

先
銀

行

志
願

者
氏

名
（

フ
リ

ガ
ナ

）
※

（
フ

リ
ガ

ナ
）※

氏
名

令
和

７
年

度

佐
世

保
工

業
高

等
専

門
学

校
入

学
者

選
抜

サ
セ

ボ
コ

ウ
ギ

ョ
ウ

コ
ウト

ウ
セ

ン
モ

ン
ガ

ッ
コ

ウ

独
立

行
政

法
人

国
立

高
等

専
門

学
校

機
構

本
部

独
立

行
政

法
人

 国
立

高
等

専
門

学
校

機
構

本
部

（
略

名
）コ

ウ
セ

ン
キ

コ
ウ

ホ
ン

ブ

佐
世

保
工

業
高

等
専

門
学

校
検

定
料

振
込

期
間

 2
02

4年
8月

16
日（

金
）～

20
24

年
9月

6日
（

金
）

ド
クリ

ツ
ギ

ョウ
セ

イ
ホ

ウ
ジ

ン

コ
ク

リ
ツ

コ
ウ

ト
ウ

セ
ン

モ
ン

ガ
ッ

コ
ウ

キ
コ

ウ
ホ

ン
ブ

十
八

親
和

銀
行

 日
宇

支
店

普
通

 1
45

31
20

十
八

親
和

銀
行

 日
宇

支
店

普
通

 1
45

31
20

十
八

親
和

銀
行

 日
宇

支
店

  普
通

 1
45

31
20

検
定

料
納

付
証

明
書

検
定

料
領

収
書

振
込

依
頼

書
金

額
￥

１６
，５

００
─

（
取

扱
店

→
振

込
人

）

記
入
上
の
注
意

手
数

料

出
納

印
・

振
替

印

普
通

預
金

金
　

　
額

￥
１

６
５

０
０円

科 目

内 　 　訳

現
　

金
当

　
手

他
　

手

依 頼 日 振 込 先 銀 行 受 取 人 備 　 考振 込 人 （ 志 願 者 ）

取扱
銀

行
収

納

印

（
取

扱
店

→
振

込
人

）

（
取

扱
店

用
）

◎
受

付
の

際
は

、
必

ず
中

学
校

コ
ー

ド
、

振
込

人
（

志
願

者
）

氏
名

の
順

に
　

打
電

し
て

く
だ

さ
い

。

取扱
銀

行
収

納

印

収
　

入

印
　

紙

ド
ク

リ
ツ

ギ
ョ

ウ
セ

イ
ホ

ウ
ジ

ン
 コ

ク
リ

ツ
コ

ウ
ト

ウ
セ

ン
モ

ン
ガ

ッ
コ

ウ
キ

コ
ウ

ホ
ン

ブ
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・通知を受ける受験者本人の氏名、住所、郵便番号、電話番号を記入してください。
・84円切手を貼付してください。（速達を希望する場合は344円分の切手を貼付して
  ください。）
・出願書類に同封して送付してください。

あ　て　名　票
注（点線の枠内は切り取らないでください。）

第一次選考 第二次選考

84円切手を
貼付。
速達を希望
する場合は
344円。

殿

注（点線の枠内は切り取らないでください。）

キ

　
　
　
　リ

　
　
　
　ト

　
　
　
　リ

電話番号 　　 －　　－

※

殿

電話番号 　　 －　　－

※
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中佐世保

佐世保中央

山祇

北佐世保

位置図

※本校までの交通案内

佐世保駅前

⑴　ＪＲ佐世保駅下車の場合
　　佐世保駅前から「西肥バス」で「沖新町」行または
　 「東浜町（大宮→沖新）」行に乗車「自動車検査登録事務所前」
　　下車　所要時間約15分。

⑵　ＪＲ日宇駅下車の場合
　　（特急は日宇駅には停車しない）
　　日宇駅から徒歩約20分。

⑶　西九州自動車道を利用した時は大塔Ｉ.Ｃで降りて
　　ください。
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